
●人口 14,011人（前月比＋ 16人） 男 7,025人（＋ 3 人）

（前年比＋ 36人） 女 6,986人（＋ 13人）
●世帯数 4,041世帯前月比（－ 1 世帯）

平成20年10月末現在の

人口の動き
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10月31日（金）、国、県、事業所及び防災関係機
関・団体の共催による新潟東港地区石油コンビナー
ト防災訓練が行われました。（関連17ページ）

表紙12月  08.11.21 17:35  ページ 1



広報聖籠 H20.12 2

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り 

’08

せ
い
ろ
う
秋
ま
つ
り 

’08

十
一
月
二
日
、
三
日
に
せ
い
ろ
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。文

化
祭
、
芸
能
歌
謡
祭
、
農
業
振
興
祭
な
ど
に
は
大
勢
の
皆
様
に
参

加
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
三
日
は
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
皆

様
を
表
彰
す
る
『
文
化
の
日
記
念
式
典
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
お
き
ま
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
町
の
産
業
、
教
育
、
文
化
、
保
健
、
防
災
、
福
祉
、
環
境
保
全
事
業

そ
の
他
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
、
又
は
公
務
を
助
力
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
方

○
町
の
教
育
振
興
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て

聖
籠
町
親
子
ふ
れ
あ
い
劇
場
実
行
委
員
会

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
赤
い
ふ
う
せ
ん

表彰された皆様

秋
ま
つ
り
の
ス
ナ
ッ
プ

作品展示町民茶会エコバッグつくり
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3 H20.12広報聖籠

新
保
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
、
中
学
校
卒
業
の
年
に
聖

籠
村
役
場
（
当
時
）
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
以
来
平

成
17
年
3
月
ま
で
の
44
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
町
内
中

学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
用
務
員
と
し
て

人
目
に
つ
か
な
い
領
域
で
多
年
に
わ
た
り
、
業
務
に
精

励
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
蓮
潟
の
新
保

得
子
さ
ん
が
地
方
自
治
に
お
け
る
多
年
の
ご
功
績

に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

新
保
　
得
子
さ
ん

62
歳
（
蓮
潟
）

瑞宝単光章受章瑞宝単光章受章

平成20年 秋の叙勲 平成20年 秋の叙勲 
受章おめでとうございます 受章おめでとうございます 受章おめでとうございます 

受賞おめでとうございます 受賞おめでとうございます 
◆
直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

世
帯
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
方

栗
　
原
　
　
　
武
（
苔
　
沼
）

遠
　
藤
　
昭
　
七
（
本
大
夫
）

坂
　
井
　
榮
　
治
（
二
本
松
）

加
　
藤
　
信
　
一
（
蓮
　
野
）

長
谷
川
　
憲
　
次
（
藤
　
寄
）

横
　
山
　
兵
　
二
（
藤
　
寄
）

松
　
田
　
定
　
子
（
亀
　
塚
）

◎
表
彰
状
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◆
国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
方

井
　
上
　
　
　
勝
（
桃
　
山
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
多
年
に
わ
た

り
金
員
を
寄
付
し
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

た
方
（
敬
称
略
）

斎
　
藤
　
健
　
一
（
山
三
賀
）

※
斎
藤
さ
ん
の
「
斎
」
な
ど
略
し
た
文
字
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
戸
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
多

少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）
受賞者を代表してあいさつされる深井様
（聖籠町親子ふれあい劇場実行委員会）

農産物等の販売バレエ（芸能歌謡祭）よさこい（芸能歌謡祭）

seirou08.12  08.11.27 10:15  ページ 3



広報聖籠 H20.12 4

11
月
14
日
（
金
）
町
文
化
会
館

を
会
場
に
第
22
回
目
と
な
る
聖
籠

町
長
寿
文
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

長
寿
文
化
研
修
会
は
、
高
齢
者

が
互
い
に
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
健

や
か
で
充
実
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
明
る
い
長
寿
社
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。表

彰
式
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
や
模
範

聖籠町長寿文化研修会開催
大 会 ス ロ ー ガ ン

健 康・楽しみ・喜 び・笑 い
〇
ゼ ロ

への願い（寝たきり0
ゼロ

・交通事故0
ゼロ

）
蜷
役
職
表
彰
を
代
表
受
領
さ
れ
る
幾

野
重
作
様
（
藤
寄
）

的
な
活
動
な
ど
で
老
人
ク
ラ
ブ
発

展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
様
の

表
彰
と
、
金
婚
式
（
結
婚
し
て
50

年
目
の
お
祝
い
）
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
婦
が
慶
祝
さ
れ
、
県
と
町
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
の
余
興

で
は
、
各
集
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
の
歌
と
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
会
場
に
は
あ
た
た
か
い
声
援

と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。表

彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

蜷
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様

●役職（地元老人クラブの役員として５年以上）により表彰された方〔敬称略〕

被表彰者氏名
近　藤　　　勇

佐々木　カツミ

天　野　フミエ

阿　部　　　要

滝　山　巳一郎

渡　辺　国　男

田　中　トキイ

小　林　重　六

新　保　ハ　ナ

幾　野　重　作

斉　藤　フサ子

所属会名（行政区）
寿老会（四ツ屋）
蛍雪会（丸　潟）
龍郷会（山諏訪山）
新生会（山大夫）
長寿会（二本松）
千歳会（蓮　野）
喜楽会（杉谷内）
桜美会（別　條）
寿生会（大夫興野）
長生会（藤　寄）
浦島の会（蓮　潟）

被表彰者氏名
石　田　照　子

渡　辺　和　子

渡　辺　トクエ

須　貝　ト　キ

浅　見　夏　江

松　ひろみ

長谷川　俊　美

鈴　木　　　博

宮　下　敏　治

平　野　悌　二

所属会名（行政区）
浦島の会（蓮　潟）
はまなす会（網代浜）
はまなす会（網代浜）
はまなす会（網代浜）
鶴亀会（亀　塚）
鶴亀会（亀　塚）
鶴亀会（亀　塚）
つくし会（次第浜）
つくし会（次第浜）
つくし会（次第浜）

●プラス 5 人増達成クラブ表彰〔敬称略〕

クラブ名（行政区）

桜美会（別　條）

会長氏名

鈴　木　信　二
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新潟県共同募金会会長表彰
聖籠町支会

10月16日（木）、妙高文化ホールで開催された『第58回県民福
祉大会』において、多年に渡る共同募金運動の功績に対し、聖
籠町支会は新潟県共同募金会会長表彰を授与されました。

この秋、聖籠町内の老人クラブが、長年の福祉活動を称えられ、表彰を授与されましたのでご紹介します。

新潟県知事表彰
網代浜はまなす老人クラブ

同じく『第58回県民福祉大会』において、社会福祉に対する
功績に対し、網代浜はまなす老人クラブは新潟県知事表彰を授
与されました。

新潟県老人クラブ連合会会長表彰
山倉老人クラブ寿会

10月９日（木）、上越文化会館で開催された『第44回新潟県老
人福祉大会』において、長年に渡る活動に対し、山倉老人クラ
ブ寿会は新潟県老人クラブ連合会会長表彰を授与されました。

受賞された皆さまおめでとうございます。
これからますます高齢化が進むなか、健康と生きがいづくり、また社会奉仕の精神に立って活動を続け

る老人クラブの役割は益々大きくなってきます。
更なるご活躍をお祈りします。

松忠義町社会
福祉協議会副会長

斎藤鉄信網代浜はまなす
老人クラブ会長

小川益一郎山倉老人
クラブ寿会会長

長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて長年の御功績を称えて

●模範者（地元老人クラブで10年以上率先して活動）として表彰された方〔敬称略〕

被表彰者氏名
近　藤　ヒサイ

安　達　江　美

伊　藤　ス　イ

大　野　ミ　エ

川　瀬　　　昭

橋　イチノ

本　間　アツ子

武　田　セツ子

渡　辺　ユキ子

渡　辺　レ　イ

所属会名（行政区）
寿老会（四ツ屋）
蛍雪会（桃　山）
紅苔会（苔　沼）
龍郷会（山諏訪山）
新生会（山大夫）
長寿会（二本松）
なかよし会（正　庵）
桜美会（別　條）
寿生会（大夫興野）
長生会（藤　寄）

被表彰者氏名
青　木　イサミ

渡　辺　ミツイ

宮　沢　ミ　ツ

渡　辺　スミイ

渡　辺　喜代蔵

成　田　一　夫

風　間　宗　春

渡　辺　ハルイ

渡　辺　カツエ

伊　藤　イミ子

所属会名（行政区）
長生会（藤　寄）
はまなす会（網代浜）
はまなす会（網代浜）
はまなす会（網代浜）
鶴亀会（亀　塚）
鶴亀会（亀　塚）
鶴亀会（亀　塚）
つくし会（次第浜）
つくし会（次第浜）
つくし会（次第浜）

●金婚夫婦により慶祝されたご夫婦〔敬称略〕

夫婦氏名
肥田野　善　松

晃　子
佐　藤　恒　雄

ヤ　イ
佐　藤　昭　吾

芳　江
杉　沢　重　市

ト　ミ
小見寺　康　衛

ミツエ　

所属会名（行政区）

寿会（山　倉）

緑　会（本諏訪山）

なかよし会（外畑）

桜見会（別　條）

長生会（藤　寄）

夫婦氏名
深　井　雄　作

キ　ミ
田　宮　茂　穂

多美子
宮　沢　　　久

幸　子
浅　見　忠　勝

夏　江
細　貝　政之助

松　美　

所属会名（行政区）

長生会（藤　寄）

浦島の会（蓮潟）

はまなす会（網代浜）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

夫婦者氏名
細　貝　富　一

フジエ　
松　仙　六
トミイ

渡　辺　清　忠
カテル

渡　辺　岩　太
カメ子

所属会名（行政区）

鶴亀会（亀　塚）

鶴亀会（亀　塚）

つくし会（次第浜）

つくし会（次第浜）
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地
域
の
助
け
合
い
で
災
害
に
強
い
ま
ち
に

去
る
10
月
26
日
（
日
）、
昨
年
に
引
き
続
き
地
域
・
住

民
主
体
型
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
の
訓
練
内
容
を
更
に
充
実
さ
せ
な
が

ら
町
民
一
人
ひ
と
り
の
尊
い
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
重

点
に
置
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
共
に
助
け
合
い
な
が
ら

災
害
に
対
処
し
て
い
く
、
地
域
共
助
の
体
制
を
よ
り
一

層
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
震
度
6
強
の
大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想

定
で
、
午
前
9
時
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
町
内
全
集
落

で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
発
生
直
後
に
先
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
、
家
族

の
安
否
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
情
報
収
集
、
そ
し
て

隣
近
所
の
安
否
確
認
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
方
々
の
救
出
・
搬
送
な
ど
地
域
の
人
た
ち
が
そ
の

地
域
の
人
た
ち
と
助
け
合
い
な
が
ら
災
害
に
対
処
す
る

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
集
落
で
火
災
発
生
直
後
の
初
期
消
火

と
し
て
、
日
常
に
お
い
て
使
う
こ
と
の
無
い
消
火
器
、

消
火
栓
な
ど
を
使
っ
た
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
住

民
は
消
防
関
係
者
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
訓
練
に
取
り
組
む
様
子
を
紹
介
し

ま
す
。

地
域
・
住
民
主
体
の
防
災
訓
練
を
実
施

町内全域（全集落）

９時～11時

地震発生時安全確保訓練

地震情報収集訓練

避難勧告発令

地震情報伝達訓練

安否確認訓練

要援護者避難訓練

初期消火訓練

訓練会場

訓練時間

訓練項目

住民が協力して要援護者をリヤカーと車椅子で搬送（亀塚集落）

当日行われた訓練内容
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蜻
隣
近
所
の
お
宅
に
声
を
か
け
な
が

ら
安
否
確
認
（
山
諏
訪
山
集
落
）

と
な
り
の
人
は
大
丈
夫
？

地
域
住
民
の
安
否
を
確
認

住
民
が
助
け
合
い
な
が
ら
、
み

ん
な
で
避
難
で
き
る
よ
う
安
否
確

認
訓
練
が
全
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。大

地
震
が
発
生
す
る
と
タ
ン
ス

が
倒
れ
た
り
、
物
が
落
下
し
た
り

と
い
う
状
況
が
お
こ
り
ま
す
。
い

ざ
避
難
し
た
く
て
も
タ
ン
ス
の
下

敷
き
に
な
っ
て
い
た
り
、
怪
我
を

し
た
り
で
動
け
な
い
状
態
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
助
け

合
い
で
よ
り
多
く
の
尊
い
命
を
救

う
た
め
に
、
隣
近
所
の
人
の
安
否

を
確
認
す
る
体
制
づ
く
り
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
避
難
開
始
後
に
安
否

確
認
担
当
者
が
隣
近
所
の
家
に
逃

げ
遅
れ
た
者
が
い
な
い
か
、
各
戸

に
声
を
掛
け
な
が
ら
の
安
否
確
認

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
安
否
確
認
の
際
に
発
見

し
た
負
傷
者
を
避
難
途
中
の
人
に

協
力
を
求
め
て
搬
送
す
る
訓
練
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

要
援
護
者
を
救
出
・
搬
送

自
力
で
避
難
で
き
な
い
寝
た
き

り
の
方
や
、
障
害
を
持
っ
た
方
々

な
ど
を
地
域
住
民
が
協
力
し
て
避

難
さ
せ
る
訓
練
が
30
集
落
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

避
難
開
始
後
に
要
援
護
者
担
当

者
が
要
援
護
者
宅
へ
急
行
し
、
担

架
、
リ
ヤ
カ
ー
、
車
椅
子
な
ど
を

用
い
た
様
々
な
形
で
の
救
出
、
搬

送
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は『
実
際
使
っ
て
み
る
と
、

車
椅
子
は
段
差
が
あ
る
場
所
で
は

非
常
に
不
便
』、『
リ
ヤ
カ
ー
は
力

が
な
く
と
も
、
楽
に
搬
送
で
き
て

い
い
』
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。要

援
護
者
の
救
出
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
な
ど

の
課
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

本
人
か
ら
の
同
意
を
得
る
な
ど
の

作
業
を
終
了
し
、
災
害
発
生
時
に

有
効
に
機
能
す
る
よ
う
可
能
な
範

囲
で
の
情
報
開
示
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
大
地
震
等
の
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
災
害
時
の
救
出
に

蜷
被
災
者
、
要
援
護
者
を
担
架
で
搬

送
（
道
賀
新
田
集
落
）

蜻
消
防
署
員
の
指
導
で
消
火
器
訓
練

（
外
畑
集
落
）

つ
い
て
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
た

ち
を
地
域
の
人
た
ち
で
助
け
合
う

体
制
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

消
防
が
来
る
ま
で
に

初
期
消
火

災
害
に
よ
る
火
災
発
生
を
想
定

し
、
住
民
の
協
力
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
が
27
集
落
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

蜷
消
火
栓
を
使
っ
た
実
践
放
水

（
次
第
浜
集
落
）

災
害
発
生
時
に
は
、電
話
不
通
、

道
路
陥
没
な
ど
で
消
防
機
関
が
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
に
は
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現

場
の
地
域
住
民
に
よ
る
初
期
消
火

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
消
防
署
員
、
消
防
団
員

の
指
導
の
も
と
、
日
常
に
お
い
て

使
う
こ
と
の
無
い
消
火
器
に
よ
る

消
火
、
消
火
栓
を
使
っ
た
放
水
、

住
民
の
協
力
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

蜻
住
民
が
協
力
し
て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

で
初
期
消
火
（
亀
塚
集
落
）

水消火器を使った
消火訓練。小さい
頃から防火意識を
高めることも大切
（東山集落）▼
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ま
ち
な
か
防
災
訓
練

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

10
月
に
実
施
さ
れ
た
、
地
域
・
住
民
主
体
型
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、

全
集
落
区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
聖
籠
町
の
防
災
行
政
へ
の
取
組
方
針
の
参
考
と
す
る
も
の

で
、
今
回
の
ま
ち
な
か
防
災
訓
練
の
参
加
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け

た
積
極
的
な
意
見
、
提
案
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
並
び
に
主
な
意
見
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
並
び
に
意
見

等
を
み
る
と
、
２
年
目
と
な
る
、

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
に
「
よ
か
っ

た
（
有
意
義
だ
っ
た
）」
が
各
訓

練
平
均
で
65
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
、
昨
年
、
は
じ
め
て
の
取
り
組

み
で
の
平
均
値
59
パ
ー
セ
ン
ト
に

比
べ
て
、
あ
る
程
度
、
訓
練
内
容

が
理
解
さ
れ
、
定
着
し
つ
つ
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
日
常
使
う

こ
と
の
な
い
消
火
器
や
消
火
栓
を

使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
は
「
よ
か

っ
た
（
有
意
義
だ
っ
た
）」
が
１

０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、
集
落
区
長
が

防
災
無
線
を
使
っ
て
避
難
を
呼
び

か
け
る
避
難
情
報
伝
達
訓
練
は
74

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
ま
し
た
。
ま

た
、
隣
近
所
の
住
民
の
安
否
を
確

認
し
な
が
ら
避
難
す
る
安
否
確
認

訓
練
は
「
よ
か
っ
た
（
有
意
義
だ

っ
た
）」
が
61
パ
ー
セ
ン
ト
、
自

力
避
難
で
き
な
い
要
援
護
者
を
救

出
・
搬
送
す
る
要
援
護
者
避
難
訓

練
は
69
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
災

訓
練
に
一
定
の
評
価

定
期
的
な
継
続
を

害
時
に
お
け
る
地
域
の
助
け
合
い

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
形
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
主
な
意
見
で
も
「
地
域

防
災
力
の
強
化
に
有
意
義
だ
っ

た
」、「
訓
練
の
定
期
的
な
継
続
を
」

な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。反

面
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
緊

迫
感
、
機
敏
性
に
欠
け
た
訓
練
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、「
訓
練
実

施
の
内
容
の
周
知
が
不
十
分
だ
っ

た
」、「
訓
練
の
必
要
性
を
住
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
意
見
も
寄
せ
ら
れ
、
今
後

の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

▲各班から状況報告を受ける区長（亀塚集落）
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まちなか防災訓練に関するアンケート調査集計結果

地震発生時安全確保訓練
地震発生直後に先ずは身の安全を確保することの大切さと行動を確
認する訓練です。日常において、家族等で安全な場所の確認が行われ
ることも期待されていました。

《主な意見等》
① 身の安全を守る基本が確認できてよかった。

よくなかった 
0 ％ 

よかった 
54％ 

どちらとも 
いえない 
46％ 

地震情報収集訓練
各家庭の戸別受信機から情報を聞き取る習慣付けと、いざというと
きの受信機の重要性を認識してもらうための訓練です。なお、今回の
訓練では受信機の点検も兼ねていました。

《主な意見等》
① 集落によって戸別受信機未設置世帯が多くある。町で現状を確認し、
設置してほしい。

よくなかった 
8 ％ 

よかった 
64％ 

どちらとも 
いえない 
28％ 

避難勧告発令
各家庭の戸別受信機から情報を聞き取る習慣付けと、避難勧告確認
後、冷静に非常持出品を持って、家族とともに避難を開始する訓練で
した。

《主な意見等》
① 避難の際に緊張感が薄かった。突発的に実施するのもどうか。
② 非常持出品の持参が無かった。
③ サイレン確認後、すぐ避難してしまった人も数人いた。
④ 非常持出品についての話し合いが行われて意識付けに良かった。

よくなかった 
14％ 

よかった 
39％ 

どちらとも 
いえない 
47％ 

避難情報伝達訓練
集落に設置の防災無線を使って、地域住民に安全な避難を呼びかけ
る訓練です。今回の訓練では、放送機器の取扱方法の確認と機器の点
検を兼ねていました。

《主な意見等》
① 屋内にいて情報を聞き取れなかった人がいた。戸別受信器でも受信で
きるよう検討してほしい。

② 一箇所の送信で集落全体に周知できる方式を。

よくなかった 
11％ 

よかった 
75％ 

どちらとも 
いえない 
14％ 

調査表回収率（全集落）100％　　　訓練に参加した町民の数 1716人 ※参加人数は屋外での訓練に参加した数値
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安否確認訓練
避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された安否確認者が逃げ遅
れ者が出ないよう、隣近所の住民に声を掛けながら安全な場所に避難
する訓練です。各集落で安否確認の必要性と、確認方法、協力体制に
ついての認識が深まることが期待されていました。

《主な意見等》
① 確認動作がうまくいった。
② 隣組単位での確認を行なったが、スムースにできたところと、できな
かったところの差が大きかった。

③ 安否確認の方法など、集落内での話し合いが必要。

よくなかった 
6 ％ 

よかった 
61％ 

どちらとも 
いえない 
33％ 

要援護者避難訓練
避難勧告の発令を受け、あらかじめ指定された要援護者を救助担当
者が救出し、安全な場所に搬送する訓練です。今後、取り組みが本格
化する災害時要援護者対応の必要性、協力体制についての認識が深ま
ることが期待されていました。

《主な意見等》
① 要援護者対策への住民の意識が高まった。
② 実際の災害を想定すると、救助の必要がある要援護者世帯を区長のみ
でなく、救助担当者にも事前に周知すべき。

③ 搬送のため、リヤカー等の機材整備が必要。

よくなかった 
4 ％ 

よかった 
69％ 

どちらとも 
いえない 
27％ 

初期消火訓練
火災に遭遇した際の住民の協力による消火訓練です。日常使うこと
のない消火器の使用方法や、消防団不在を想定した消火栓の使用方法
などの訓練が行われました。

《主な意見等》
① 消防の指導で消火栓（消火器）使用の実体験ができ有意義だった。今
後も継続を。

② 住民が自宅の近くにある消火栓を使って訓練すれば、より現実的。

よかった 
100％ 

① 同様の訓練を継続（年１回～3回）していけば、
効果（防災意識向上、災害対処能力向上、関係
機関連携）がでると思う。

② 訓練全体を通して地域防災（防災意識・災害処
置）を強化する意味で非常に有意義だった。

③ まちなか防災訓練も2年目だが、思ったより参
加者が少なかった。訓練の意義を認識している
人が少ないようだ。

④ 実際に災害が発生した場合、行政ができること、
住民がやらなければならないことを住民に周知
すべき。

⑤ 全体的に訓練という意識が働いているせいか、
緊迫感と機敏性が欠けていた。

⑥ 訓練実施の周知徹底と住民理解が重要。

⑦ まちなか防災訓練も2年目だが、住民の中に定
着してきている。

⑧ 今後の課題として、リーダーだけでなく周囲の
人間も防災の意識向上が必要。

⑨ 防災計画で指定された避難所を使った訓練も必
要。

⑩ 防災資機材（拡声器、ヘルメットなど）を集落
に配布してほしい。

⑪ 訓練で炊き出しを行い好評だった。訓練終了後
もお母さん方が集まって雑談をしていたが、防
災の基本である地域連携の面で有意義だった。

⑫ 学校行事と重なり参加したくても参加できない
人が多くいた。より多く参加できるよう行事の
調整が必要。

全体意見・要望
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昨
年
と
今
回
の
ま
ち
な
か
防
災

訓
練
に
よ
り
、
地
域
の
中
で
、
防

災
に
関
す
る
話
合
い
や
、
防
災
対

策
の
取
り
組
み
な
ど
で
集
ま
る
機

会
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。町

で
は
、昨
年
か
ら
区
長
会
議
、

広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と

お
り
、
訓
練
を
通
し
て
住
民
の
皆

さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
な
が

ら
、
20
年
度
中
に
全
集
落
で
自
主

防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
進

め
て
い
き
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
大
規
模
災
害
に
備

え
、
地
域
が
助
け
合
い
な
が
ら
災

害
に
対
処
で
き
る
体
制
を
一
日
も

早
く
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
、
集
落
区
長
さ
ん
や

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
い
を
行
い
な
が
ら
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
防
災
組
織
設
置

に
必
要
な
規
約
な
ど
を
策
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
こ
れ
ら
作
業
を
進
め
て

い
く
段
階
で
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

21
年
3
月
ま
で
に

全
集
落
に
自
主
防
設
置

▲要援護者を避難所に搬送（外畑集落）

▲消防署員から消火器の取扱説明（亀塚集落）

自
主
防
災
組
織
と
は
、
そ
こ
に

住
む
地
域
の
皆
さ
ん
が
助
け
合
い

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
基
本
に
組
織
さ
れ
る
団
体
で

す
。
日
常
の
訓
練
等
を
通
し
て
、

い
ざ
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
災
害
に
対
処

し
て
い
く
能
力
が
養
わ
れ
、
災
害

に
強
い
地
域
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、
防

災
の
み
で
な
く
、
防
犯
、
そ
し
て

地
域
活
性
化
の
有
効
な
組
織
と
し

て
も
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。左

の
図
は
、
自
主
防
災
組
織
の

系
統
と
役
割
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
形
で
す
。
役
員
は
会
長
を
筆
頭

に
副
会
長
、
班
長
、
そ
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
組
織
員
と
な
り
、
組

織
運
営
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
平
常
時
は
、
防

災
知
識
の
啓
発
や
災
害
危
険
箇
所

自
主
防
災
組
織
と
は

の
把
握
、
防
災
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
、
災
害
発
生
時
は
、
ま
ち
な
か

防
災
訓
練
で
行
わ
れ
た
、
自
身
と

家
族
の
安
全
確
保
や
地
域
と
の
助

け
合
い
に
よ
る
隣
近
所
の
安
否
確

認
、
要
援
護
者
や
負
傷
者
の
救

出
・
搬
送
、
初
期
消
火
な
ど
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自主防災組織の系統と役割

役　　　　　割役　割

組織の運営を総括し、有事の際は応急活動を指揮す
る。

会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を行
う。また、班活動の指揮監督を行う。

住民に対する啓発活動、防災活動を専門的に行う。

平常時：情報の収集伝達、広報活動
災害時：状況把握、報告活動

平常時：器具点検、防火広報
災害時：初期消火活動

平常時：資機材調達・整備
災害時：負傷者等避難困難者の救出救護活動

平常時：避難路（所）の点検・周知
災害時：住民の避難誘導活動

平常時：器具の点検
災害時：水・食糧等の配分、炊き出し等の給食・給

水活動

会 　 長

副 会 長

防災委員

班　長
（情報班）

班　長
（消火班）

班　長
（救出・救護班）

班　長
（避難誘導班）

班　長
（給食・給水班）

会 長
（区長、又は防災リーダー）

副 会 長

班　長
（情報班）

防災委員

副 会 長

班　長
（消火班）

班　長
（救出・救護班）

班　長
（避難誘導班）

班　長
（給食・給水班）

防災委員
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「受動喫煙」とは「他人のたばこの煙を吸わされること」です。タバコの害から健康を守るために、健
康増進法により、「学校、病院、集会場、展示場、百貨店、事務所、飲食店、官公庁施設その他多くの人が
利用する施設を管理する者は、受動喫煙を防止するよう努めなければならない」として、対策がすすめら
れています。

タバコの煙は吸っている人が直接吸い込む「主流煙」と、タバ
コの先から立ちのぼる「副流煙」があり、副流煙には主流煙の数
倍の有害物質が含まれています。
煙は見えなくなった後も、小さな粒子が長時間空気中に残って

います。また、衣服や車のシートなどの繊維にそのままついてい
ます。「受動喫煙」は「誰かが吸っているタバコの煙を直接吸い込
むこと」だけではなく「部屋や車の中にとどまっている見えない
粒子を知らず知らずのうちに長時間吸い込むこと」もです。

・ 細胞の成長が活発なので影響を受けやすい
・ 将来がんなどの病気になる危険が高くなる
・ 身長の伸びが悪くなる。
知能の発達に悪影響をおよぼす

・ 頭痛、中耳炎、目のかゆみ、鼻水、せき、喘息など
・ 早くからタバコを吸う確率が高くなる

・ 流産・早産の危険性が高まる
・ 低体重児で生まれる確率が高くなる

・ 肺がんや心臓病など様々な病気にかかる確率が高くなる
・ 肌の老化

町では、こども園、小中学校での敷地内禁煙、公共施設での分煙など受動喫煙防止
対策に積極的に取り組んでいます。地域や家庭でも受動喫煙の防止にご協力ください。

☆ 特に！子どものすごすところでは、タバコを吸わない。
☆ 屋外でも、周りへの配慮を忘れずにお願いします！

タバコの煙

子どもさんへ

妊婦さんへ

周りの人へ

喫煙家の方へお願い

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊

受動喫煙の健康被害

副流煙：火のついたタバコの
先から立ち上る煙

主流煙：直接吸い込むタバコの煙

「受動喫煙」を防止しましょう 「受動喫煙」を防止しましょう 「受動喫煙」を防止しましょう 「受動喫煙」を防止しましょう 
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すぐにでも禁煙したいと思っている方へ
「自分には禁煙は無理。」「今さら禁煙したって･･･」とあきらめていませんか？禁煙に遅すぎるということ
はありません。あなたの禁煙チャレンジをサポートします。3ヵ月間を目標に禁煙にチャレンジしてみませ
んか？

1．対象：すぐにでも（ 1 ヵ月以内）タバコをやめようと思っている人（先着 5 名）
2．募集期間：12／12（金）まで
3．実施方法：

○個別面接1回（場所：保健福祉センター）
・ タバコ検査（呼気中の一酸化炭素濃度の測定）と結果説明
・ 禁煙開始までの準備の説明など

○ 禁煙開始から3ヵ月間に電話または個別面接が３～4回

4．費用：無料
※ただし、ニコチンパッチを希望する方は受診が必要です。（受診費用は有料）

お問い合わせ・お申込み　 保健福祉課 保健衛生係　保健師まで　 蕁27－6511

あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？あなたは禁煙についてこんな思い込みをしていませんか？

１. タバコがやめられないのは、
意志が弱いから？

タバコがやめにくい本当の理由は、ニコチンに対する依存（いわゆるニコ
チン中毒）と、習慣になって心理的・行動的に依存しているからです。

２. 禁煙は誰にも頼らずに自分
一人でするものと、決めつ
けていませんか？

禁煙するには確立された効果的な方法論があり、我流で実行するよりは、
科学的な方法を活用したほうが無理なく、スムーズに禁煙できることがわ
かっています。また、禁煙の補助剤（ニコチンパッチやニコチンガム）を
上手に使うと、約2倍禁煙しやすいことが知られています。

３. １～２度、禁煙に失敗した
だけで、禁煙をあきらめて
いませんか？

1回の禁煙チャレンジで生涯禁煙者になる人もいます。しかし一般的には、
平均3～4回の禁煙チャレンジを経験して、ようやく生涯禁煙者になること
が研究結果からわかっています。過去に何度も失敗を経験している人こそ、
生涯禁煙に近い位置にいるのです。

多くの外国で、タバコの箱に写真入で健康被害の警告表示をしています
EU（欧州連合）のタバコのパッケージ写真（一例）

「喫煙は動脈を詰まらせ、心臓発作
や脳卒中の原因になる」

妊娠中の喫煙は赤ちゃんに害を与える

seirou08.12  08.11.27 10:16  ページ 13
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
　
所
長
　
丸
山
　
貴
広

あ
っ
と
い
う
間
に
師
走
と
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
昨
年
よ
り

厚
生
労
働
省
な
ど
の
公
的
機
関
か

ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
つ
い
て
注
意
を
促
す
文
書
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
今
回
は
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
話

で
す
。
初
詣
な
ど
で
人
が
多
く
集

ま
る
場
所
へ
出
か
け
る
際
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
を
行
う
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

1.

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

一
般
的
に
動
物
に
感
染
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
動
物
の
体
内

で
増
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
体

温
や
臓
器
の
遺
伝
子
が
異
な
る
ヒ

ト
の
体
内
で
増
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
動
物
に
し
か

感
染
し
な
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
、
遺
伝
子
の
変
化
で
ヒ
ト
に
感

染
す
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が

あ
り
、
こ
れ
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
言
い
ま
す
。
こ
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
ほ
と
ん

ど
の
ヒ
ト
が
免
疫
を
持
っ
て
い
な

①
不
要
な
外
出
を
避
け
る

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
で
き
る
だ
け
不
要
不
急

な
人
混
み
へ
の
外
出
は
避
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
国
、
県
、

市
町
村
か
ら
外
出
、
登
校
を
控
え

る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
場
合
、
自

宅
待
機
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
白
鳥
、
カ
モ
な
ど
の
野
鳥
と

の
接
触
は
避
け
、
鳥
の
死
骸
を
見

つ
け
た
ら
触
れ
る
こ
と
な
く
、
役

場
や
保
健
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

②
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
と
「
マ
ス

ク
」外

出
時
は
、
で
き
る
だ
け
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ

ば
、ガ
ー
ゼ
の
マ
ス
ク
で
は
な
く
、

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
な
ど
の
使
い

捨
て
の
マ
ス
ク
が
お
勧
め
で
す
。

せ
き
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
場
合
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
と
口
を
お

お
い
、
他
の
ヒ
ト
か
ら
顔
を
そ
む

け
、１
ｍ
以
上
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

鼻
水
・
痰
な
ど
は
、
ご
み
袋
に
入

れ
て
袋
の
口
を
閉
じ
ま
し
ょ
う
。

③
手
洗
い
・
う
が
い

帰
宅
し
た
際
に
は
、
必
ず
手
洗

い
・
う
が
い
を
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
学
校
、
職
場
で
も
休
み
時
間

な
ど
定
期
的
に
手
洗
い
・
う
が
い

を
行
な
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

3.

も
し
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
た
ら
・・・

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

万
が
一
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
た
場
合
、
１
９
１
９

年
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
時
の
よ

う
に
多
く
の
感
染
者
と
死
者
が
で

る
と
予
想
さ
れ
、
日
常
生
活
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
鉄
道
、
飛
行
機
な
ど
交

通
手
段
が
発
達
し
た
現
在
、
よ
り

早
く
広
い
範
囲
で
感
染
が
広
が
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
、長
期
間
外
出
で
き
ず
、

自
宅
で
自
給
生
活
に
な
る
こ
と
も

予
測
さ
れ

ま
す
。
厚

生
労
働
省

は
、
災
害

時
と
同
様

に
２
週
間

程
度
の
食

糧
、
水
、

燃
料
の
備

蓄
を
勧
め

て
い
ま
す
。

慌
て
る
必

要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ

準
備
を
進

め
て
い
く

こ
と
が
必

要
で
す
。

休
校
に
備

え
、
子
ど

も
達
の
屋

内
遊
具
も

考
え
て
お

き
ま
し
ょ

う
。ま

た
、

現
在
鳥
を

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
飼
育
し
て

い
る
鳥
が
野
鳥
と
接
触
し
な
い
よ

う
対
処
が
必
要
で
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
飼
育
し
て
い
る
鳥
を
野
外
に

放
し
た
り
、
処
分
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

デ
マ
や
根
拠
の
無
い
情
報
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
冷
静
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

い
た
め
、
感
染
が
蔓
延
す
る
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
鳥
の
報
告
は
、京
都
、

宮
崎
、
秋
田
な
ど
で
あ
り
ま
し
た

が
、
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
世
界
的
に

見
る
と
（
図
１
）、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
１
カ
国
で
100

人
以
上
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

死
亡
率
は
60
％
と
高
い
で
す
が
、

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
ま
だ

非
常
に
稀
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
調
査
よ
り
）。

2.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
は
、
プ
レ
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
と
し
て
政
府
が
備

蓄
し
て
い
ま
す
が
、
効
果
に
つ
い

て
は
実
際
の
流
行
を
待
た
な
い
と

不
明
な
点
が
多
い
よ
う
で
す
。
治

療
も
確
立
し
て
お
ら
ず
、
感
染
を

防
ぐ
た
め
次
の
予
防
策
を
と
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ド
ク
タ
ー
丸
の

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り

元
気
だ
よ
り
vol.31

図－1 鳥インフルエンザ（H5N1）発生国及び人での発症事例（2003年11月以降）
（WHO・各国政府の正式な公表に基づく）
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４
年
前
に
98
を
数
え
た
市
町

村
も
合
併
の
促
進
で
31
と
減
少

し
、
順
位
で
比
較
す
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
が
、
今
回
の
県

知
事
選
挙
に
お
け
る
聖
籠
町
の

投
票
率
は
県
下
27
位
で
、
前
回

の
49
・
51
％
よ
り
２
・
87
ポ
イ
ン

ト
落
ち
る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
っ

た
今
回
の
選
挙
に
つ
い
て
、
マ

ス
コ
ミ
等
で
は
早
く
か
ら
「
結

果
の
見
え
た
レ
ー
ス
」、「
争
点

な
き
選
挙
戦
」
と
い
う
見
方
を

し
、
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
に

欠
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は

否
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
選
挙
権
は
私
た
ち

の
大
切
な
権
利
の
ひ
と
つ
。

投
票
を
棄
権
す
る
と
い
う
こ

と
は
今
と
未
来
の
生
活
に
対
し

て
、
何
も
意
思
表
示
を
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

一
人
一
人
に
与
え
ら
れ
た
大

事
な
権
利
で
あ
る
一
票
は
決
し

て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
一
票
は

大
切
な
一
票
で
す
!!

10月19日執行　新潟県知事選挙

投票率県内27位

●近隣では 5 市町中第 3 位 ●県内31市町村中27位

新潟県内市町村投票率ランキング近隣市町村の投票状況

1位　 粟島浦村 ･････ 94.33%
2位　 川 口 町 ･････ 71.26%
3位　 津 南 町 ･････ 69.81%
・
・
27位　聖籠町 ････ 46.64%
・
・

胎 内 市 ･･･････ 51.03%
阿賀野市 ･･･････ 47.62%

聖籠町 ･････ 46.64%
新発田市 ･･･････ 42.84%
新 潟 市 ･･･････ 36.89%

県 平 均 ･･･････ 46.49%

●新潟県知事選挙投票区別投票率

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

20
歳
の
若
者
が
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月
12
日（
日
）、「
プ
ラ
ン
ト
―
４
聖
籠
店
」
に
於
い
て
、
今
年
度
成

人
式
を
迎
え
た
若
者
４
名
が
、
10
月
19
日（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ
た
新

潟
県
知
事
選
挙
の
棄
権
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

４
名
の
若
者
た
ち
は
、
プ
ラ
ン
ト
―
４
の
入
り
口
で
、
訪
れ
る
多
く
の

方
々
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
な
が
ら
、
投
票
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

20
歳
の
若
者
が
行
う
選
挙
啓
発
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
も
今
回
が
５
度
目
に
な
り
ま
す
。
県
内

に
お
け
る
投
票
率
ラ
ン
ク
も
わ
ず
か
で
は
あ

り
ま
す
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
今
後
も
町
民

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
投
票

率
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
新
成
人
の
皆
さ

ん
、
ま
た
プ
ラ
ン
ト
―
４
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第 1

第 2

第 3

第 4

第 5

第 6

第 7

第 8

第 9

51.18

42.45

47.32

52.99

45.43

42.82

46.18

43.41

52.39

46.64

四ツ屋・道賀新田・上大谷内
真野・丸潟・桃山・山倉・苔沼

中の橋・本諏訪山・山諏訪山・
本大夫・山大夫・聖中ケ丘・
尾沢ケ丘・稲の平・ひばりが丘

本山賀・山三賀・二本松・外畑
・正庵・東山

甚兵衛橋・蓮潟・蓮潟新田

藤寄・大夫興野・旭ケ丘

網代浜

次第浜

亀塚

蓮野・杉谷内・別條・八幡・東
港三、四丁目

投票区 行　政　区 投票率（％）

全　　　体

大
事
な
一
票

必
ず
投
票
！

10月19日執行　新潟県知事選挙

投票率県内27位
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I N FORMAT ION

INFORMATION

I N FORMAT ION

お問い合わせ先 
町   役   場　　蕁27－2111 
町 民 会 館　　蕁27－2121 
図   書   館　　蕁27－6166 
保健福祉課（保健福祉センター内） 
　　　　　　　蕁27－6511 
診   療   所　　蕁27－1234

12 月 の 行 事
《保健福祉事業》

ところ　役場相談室
◆行政相談

９日（火）午前９時30分～
役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハートせいろう
◆心配ごと相談

３日（水）、17日（水）
午後１時～４時
◆弁護士相談（要予約）

25日（木）
町社会福祉協議会

蕁２７－６７６７

ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査・各種学級

○１歳２カ月児歯科健診
15日（月）午後１時15分～

○１歳６カ月児健診
25日（木）午後１時15分～

○乳児健診
26日（金）午後１時15分～
◆各種予防接種
（受付は午後１時からです）
○BCG予防接種

２日（火）午後１時40分～
○麻しん風しん混合予防接種

３日（水）午後１時40分～
○三種混合予防接種

４日（木）午後１時40分～

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

１
日
・
新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
理
事
会

・
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組

合
第
174
回
組
合
会

４
日
・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
（
真
野
）

５
日
・
北
蒲
原
郡
市
連
絡
協
議
会
農

業
委
員
研
修
会

７
日
・
第
27
回
聖
籠
町
親
善
剣
道
大

会

７
日
〜
・
12
月
議
会
定
例
会（
予
定
）

10
日
・
第
64
回
国
民
体
育
大
会

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
開
会
式

18
日
・
広
域
事
務
組
合
平
成
21
年
度

当
初
予
算
査
定

・
区
長
会
議

25
日
・
県
北
地
方
振
興
促
進
協
議
会

構
成
市
町
村
会
議

方
と
な
り
ま
す
。

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。聖

籠
町
保
健
福
祉
課
福
祉
係

蕁
２
７
｜
６
５
１
１

暖
房
費
助
成
の
お
し
ら
せ

聖
籠
町
で
は
近
年
の
原
油
価
格

高
騰
の
影
響
を
考
え
、
冬
場
の
暖

房
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
世
帯

は
次
の

（1）
・

（2）
い
ず
れ
に
も
あ
て

は
ま
る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

（1）
世
帯
構
成
員
全
員
の
平
成
20
年

度
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
。

（2）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯

・
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
み
の

世
帯

・
障
害
者
等
が
世
帯
の
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
世
帯

・
ひ
と
り
親
世
帯

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世
帯

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。

聖
籠
町
保
健
福
祉
課
福
祉
係

蕁
２
７
｜
６
５
１
１

聖
籠
町
高
齢
者
生
活
支
援
金

の
お
し
ら
せ

聖
籠
町
で
は
高
齢
者
の
生
活
安

定
を
図
る
た
め
に
生
活
支
援
金

（
月
額
１，
０
０
０
円
）
を
支
給
し

て
お
り
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、
聖

籠
町
に
住
ん
で
い
る
65
歳
以
上
の

方
で
、

・
町
・
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

し
て
い
る
。

・
聖
籠
町
が
賦
課
す
る
租
税
等

（
税
金
・
上
下
水
道
料
金
等
）を

完
納
し
て
い
る
。

・
平
成
19
年
中
の
収
入
が
27
万
円

未
満
で
あ
る
。

・
生
活
保
護
の
受
給
者
で
は
な

い
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
入

所
者
で
は
な
い
。

以
上
の
全
て
の
条
件
を
満
た
し
た

「
新
潟
い
の
ち
の
電
話
」

新
発
田
地
域
に
新
設

2
0
｜
4
3
4
3

「
新
潟
い
の
ち
の
電
話
」
は
、
自

殺
予
防
を
第
１
の
課
題
と
し
て
い

ま
す
。
10
月
30
日
か
ら
、
新
発
田

地
域
（
新
発
田
市
、
胎
内
市
、
聖

籠
町
）
で
の
相
談
電
話
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

電
話
相
談
は
、
無
料
で
す
。
名

前
を
名
の
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
か
た
く

守
ら
れ
ま
す
。
思
想
、
信
条
を
押

し
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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入　札　結　果

入札日　平成20年10月30日

10月の届出
げんきなよい子

幸せ多い人生を

新郎・新婦　　　　　　 行政区

橋　千
ち

春
はる

さん
（ 橋） 由

ゆう

子
こ

さん

橋　卓
たく

穣
み

さん
（金藤） 愛

まな

美
み

さん

中　嶋　裕
ゆう

輝
き

さん
（向井） 有

ゆ

美
み

さん

渡　邉　洋
よう

一
いち

さん
（保苅） 美智子

み ち こ

さん

小　林　充
みち

昭
あき

さん
（小柳） 直

なお

美
み

さん

長谷川　直
なお

樹
き

さん
（長谷川） 恵

え

美
み

さん

森　田　　諒
りょう

さん
（鈴木） あゆみ さん

櫻　井　友
とも

和
かず

さん
（土田） 朝

とも

恵
え

さん

（若杉） 泰
ゆたか

さん
渡　邊　直

なお

美
み

さん

網 代 浜｝

氏　名　　　 年齢　　行政区

土　田　スイノ さん（90歳） 次第浜　
萩　原　啓

けい

久
きゅう

さん（73歳） 亀　塚
大　島　正

しょう

治
じ

さん（80歳） 亀　塚
青　山　ときこ さん（71歳） ひばりが丘
天　野　民

たみ

男
お

さん（46歳） 二本松
小　野　

とく

四
し

郎
ろう

さん（78歳） 蓮　潟
渡　邉　留

りゅう

光
こう

さん（88歳） 藤　寄
坂　上　正

まさ

男
お

さん（85歳） 二本松

ごめいふくをお祈りします

出 生

婚 姻

死 亡

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

赤ちゃん　　　 保護者　　 行政区

悠成
ゆうせい

ちゃん （新保　潤也） ひばりが丘
美陽
み よ

ちゃん （渡邊　育生） 蓮　潟
綾真
りょうま

ちゃん （後藤　俊行） 山三賀
心愛
の あ

ちゃん （本間　義弘） 藤　寄
獅
し

音
おん

ちゃん （齋藤　直人） 次第浜
勇一
ゆういち

ちゃん （諏訪　泰広） 杉谷内
洋
よう

ちゃん （渡邊　　剛） 網代浜
果歩
か ほ

ちゃん （村山　竜平） 道賀新田
美
み

悠
ゆう

ちゃん （ 橋　洋平） 次第浜
侑愛
ゆ あ

ちゃん （冨樫　郁也） 真　野

次 第 浜｝

指名競争 

入札 

指名競争 

入札 

用第2号 藤寄仁五郎橋線 

道路用地測量業務委託 
3,328,500- 

1,627,500-

㈱ 聖測 

コンサルタント 

北越緑化㈱ 

聖籠営業所 

聖籠町大字 

藤寄地内 

聖籠町森林計画 
区域一円（保安 
林及び東港区域 
を除く） 

松くい虫被害木伐倒駆除 

作業委託（№3） 

平成21年 3 月25日 

平成21年 2 月 1 日 

1 

2

入札 
方式 

業  者  名 契約額（円） 場　　所 件　　　名 
納入完了日又は工事 
（委託）期間最終日 

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

尾沢ケ丘｝
次 第 浜｝
亀 　 塚｝
苔 　 沼｝

｝
｝
｝

網 代 浜

藤 　 寄

網 代 浜

高齢者の受講者募集

福祉用具専門相談員講習会
（社）新潟県シルバー人材センター連合会では、就職意思

のある高齢求職者を対象に、就労や就職をめざした講習会の
受講者を次のとおり募集します。

応募条件 働く意思のある60歳代前半の方

募集人員 30人（応募多数の場合抽選）

受 講 料 無料

受講期間 2009年 1 月19日（月）～27日（火）の間の7日

間

会　　場 新発田ショッピングセンターコモプラザ

内　　容 県指定の教育課程を座学と実習で学ぶ

締め切り 2009年 1 月 8 日（木）

申込方法 新発田地域シルバー人材センター（大手
町１ 市民ギャラリー 2 階）及びハローワ
ーク新発田にあるパンフレットをご覧の
うえ、専用の申し込みはがきで申し込み

そ の 他 １ 雇用・就業をめざす講習のため、趣味、
教養を目的とした方は遠慮ください

２ 全日程受講できる方

問合せ先 （社）県シルバー人材センター連合会
蕁 ０２５－２８１－５５５３　
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パスポート申請のご案内
パスポートを申請するには、下記のものが必要です。（町内に住民登録のある方）

年内のパスポート申請は、窓口をご確認の上、お早めに！
年内にパスポート（旅券）の受け取りを希望される方は、早めに申請をお願いします。
受付時間　　月～金曜日（祝日を除く） 午前8時30分～午後5時30分

詳しくは、聖籠町役場町民課町民サービス係　TEL 27－2111（内線112）

・有効期間が 5 年旅券用と10年旅券用の 2 種類あります。
・20歳未満の方は、有効期間が 5 年旅券用のみの申請となります。

発行の日から 6 か月以内のもの。
有効期間内の旅券を切り替える場合で氏名･本籍に変更のない方は省略できます。

6 か月以内に撮影されたもの。写真は貼らずに裏面に氏名をお書きください。
＜写真の規格＞
・たて 45 mm×よこ 35 mm、ふちなし
・顔の寸法は髪を含む頭頂からあごまで 34 mm ± 2 mm
・顔は正面向き、無帽、無背景

未使用のもの、あて先は、住民票に記載されている住所、氏名と郵便番号を書い
てください。住所確認のために使用します。

1 点でよい書類（現に有効なもの）

・日本国旅券　　・運転免許証　　　・写真付住民基本台帳カード
・官公庁等の写真付身分証明書

2 点必要な書類

Ａ欄とＢ欄の各 1 点、又はＡ欄から 2 点を提示してください

Ａ欄

・健康保険証
・国民健康保険証
・共済組合員証
・国民年金証書（または手帳）
・厚生年金証書（または手帳）
・介護保険被保険者証
・印鑑登録証明書と実印

内　　　　　　　　容

Ｂ欄

次のうち写真が貼ってあるもの
・学生証（中学生の生徒手帳は写真なし

でも可）
・会社の身分証明書
・公の機関が発行した資格証明書等
・小学生以下の場合「健康保険証

＋母子手帳」

・有効期限内の旅券をお持ちの方は、有効旅券の提出がないと申請できません。
・過去に旅券を取得した方は、失効していてもその旅券をお持ちください。

１０年用　１６，０００円

５年用　１１，０００円
(１２歳未満６，０００円)

収入印紙　　　　　１４，０００円　
新潟県収入証紙　　　２，０００円

収入印紙　　　　　　９，０００円　
（１２歳未満 ４，０００円)

新潟県収入証紙　　　２，０００円

必　要　書　類

①一般旅券

発給申請書　1 通

②戸籍謄本又は

抄本　1 通

③顔写真　　　　1 枚

④郵便はがき　 1 枚

⑤申請者本人と

確認できる書類

⑥前回取得した旅券

⑦手数料

パスポート申請のご案内
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小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します小中学生の医療費を助成します

お問い合わせ 保健福祉課 保健衛生係　 蕁27－6511（内線18）

平成20年 4 月 1 日から中学生までに医療費助成（通院）が拡充されました。医療費助成の申請
は次のとおりです。

● 対象者
聖籠町内に住所を有する小中学生の保護者
※対象外の者

・ 他の条例、法令等で医療費の助成を受けている者
・ 生活保護を受けている者

● 助成内容
○通院の場合

対象者 小中学生

医療機関で支払った保険適用分の自己負担額(調剤薬局分も含む)の合計が、１カ月3,000円を
超えた額について全額助成します。
［例］

1 カ月の間に内科、歯科を受診し、調剤薬局で薬を処方してもらい合計7,000円を支払った場合　
7,000円－3,000円＝4,000円 4,000円が助成額となります。

○入院の場合

対象者 小学生

医療機関で支払った保険適用分の自己負担額から、入院日数に1,200円を掛けた金額を引いた
額を助成します。
［例］

5 日間入院し、医療機関に保険適用分の自己負担額15,000円を支払った場合
15,000円－(1,200円×5日)＝9,000円　　9,000円が助成額となります。

● 申請方法
保健福祉課（聖籠町保健福祉センター）の窓口で１カ月分をまとめて申請してください。審

査後、指定された口座に助成額を振り込みます。
なお、1カ月の間に入院、通院がある場合は別々の申請となります。
○申請の時に持参するもの

・ 医療機関で発行した領収書
・ 医療を受けた小中学生の保険証
・ 助成金の振込先を確認できるもの（通帳等）
・ 印鑑

通院の場合､月3,000円を超えた額は町が助成
入院の場合､1日につき1,200円を超えた額は町が助成（小学生のみ）
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詳細等お問い合わせ先 関東経済産業局産業部中小企業金融課　蕁048－600－0425

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

下請かけこみ寺の弁護士無料相談を
ご活用ください!!

中小企業庁では、原油・原材料価格の高騰に加え米国における金融不安の高まりや、株式・為替市
場の変動等から我が国の景気の先行きが不透明となり、経営基盤・財務基盤が脆弱な下請中小企業の
経営環境が一段と悪化していることから、平成20年 4 月に47都道府県に「下請かけこみ寺」を設置し
ています。

中小企業が抱える取引上の様々な悩み・相談に対応したり、裁判外紛争解決手続（ＡＤＲ）による
迅速なトラブルの解決支援、下請適正取引等の推進のためのガイドラインの普及啓発を実施していま
すが、今般の経済環境の更なる悪化を踏まえ「弁護士無料相談」を平成21年3月末日まで行っていま
す。相談体制の機能強化を図りましたのでぜひご活用ください。

○制度の詳細に関するお問い合わせ先

経済産業省中小企業庁事業環境部取引課　 03－3501－1669（直通）

○下請かけこみ寺連絡先

（財）にいがた産業創造機構　 025－246－0056

資金繰りを応援する、緊急保証制度が
10月31日からスタート!!

今時における急激な原油・原材料価格や仕入価格の高騰のため、十分な価格転嫁を行うことが難し
い中小企業は厳しい経営環境下にあることから、新たな保証制度が導入されました。

新制度は、対象業種を 545 業種に拡大し、苦境にある中小企業者が幅広く利用できるように見直し
を図りました。

① 保証の内容は ?!
・対象業種（545業種）の方は、一般保証8,000万円に加えて更に8,000万円。（担保がある方は、更に

2 億円まで可能です。）
・保証協会の100％保証です。
・対象業種以外の方も、業種を問わず一般保証やセーフティーネット貸付をご利用いただけます。

② お問い合わせください ?!
・自分の事業はどの業種にあてはまるのか?
・どの業種にもあてはまらない場合は、一般保証やセーフティーネット貸付はどのように利用でき

るのか？

③ まずは、お近くの経済産業局、各信用保証協会、㈱日本政策金融公庫、
㈱商工組合中央金庫へお尋ねください。

資金繰りを応援する、緊急保証制度が
10月31日からスタート!!
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株式会社日本政策金融公庫からのお知らせ

述べ430万人が利用しています

竜巻注意情報放送時間のお知らせ
広報せいろう９月号で、防災無線による竜巻注意情報の放送をお知らせしましたが、現在の情報の精度か

ら、夜間の放送を当面控えるべきと判断し、下記のとおり放送時間を定めましたので、お知らせします。

●「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各種学校や外国の高校、大学等に入学・
在学するお子さまをお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。

・ ご利用いただける方
ご融資の対象となる学校に入学・在学される方の保護者で、子供の人数に応じ、子供の人数が 1 人の場合
は、給与所得者は 790万円以内（事業所得者は590万円以内）。子供の人数が 2 人以上の場合は、給与所得
者は790万円に子供の人数 1 人あたり100万円ずつ加算した金額（事業所得者の場合は所得換算した金額）
以内の方。

・ 融資額・・・学生・生徒お 1 人につき 200万円以内
・ 利　率・・・年 2.65 ％（平成20年10月10日現在）

●お申込に関するご相談
・ 「国の教育ローン」コールセンター　　TEL  ０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）

※ ナビダイヤルがご利用いただけない場合（公衆電話、ＩＰ電話、ＰＨＳ、CATV電話など）の電話番号
蕁０３－５３２１－８６５６

・新潟支店　蕁０２５－２２８－２１５１

＜参考＞ ・日本政策金融公庫ＨＰ http://www.jfc.go.jp/
・日本政策金融公庫　国民生活事業ＨＰ http://www.k.jfc.go.jp/

◎ 国民金融公庫、農林業金融公庫、中小企業金融公庫及び国際協力銀行（国際金融等業務）は平成20年10
月 1 日をもって統合し、株式会社日本政策金融公庫として発足いたしました。

「国の教育ローン」

【平日（開庁時間内）】 

【土日・祝祭日・年末年始・早朝・夜間】 

時間帯 6：30～21：00

気象情報等メール配信システム 
（パトメール）により情報配信 

気象情報等メール配信システム 
（パトメール）により情報配信 

事後報告 町長、副町長 

時間帯を限定しました。 

竜巻注意情報伝達フロー図（新）

・携帯電話用ホームページ
QRコード

お問い合わせ　　役場生活環境課　　 蕁27－2111（内線282）
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日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
（
火
）

●
聖
籠
町
除
雪
対
策
協
議
会
開
催

降
雪
時
期
を
控
え
、
町
長
を
会

長
と
し
た
「
聖
籠
町
除
雪
対
策
協

議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
議
会
か
ら
議
長
を

は
じ
め
９
名
、
新
発
田
警
察
署
１

名
、
新
潟
北
警
察
署
１
名
、
町
消

防
団
か
ら
団
長
は
じ
め
３
名
と
広

域
消
防
聖
籠
分
署
長
の
計
11
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
は
今
年
の
除
雪
体
制
及

び
町
道
と
国
・
県
道
の
除
雪
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
の
あ
と
、
昨
年

の
除
雪
状
況
を
踏
ま
え
た
意
見
交

換
が
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

消
雪
パ
イ
プ
の
稼
動
に
つ
い
て
の

要
望
や
消
防
施
設
周
囲
の
除
雪
方

法
等
の
発
言
が
あ
り
、
こ
の
冬
の

除
雪
に
つ
な
が
る
貴
重
な
提
言
と

10
月
10
日
（
金
）

●
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
に
備
え
て

地
下
埋
設
物
に
は
、
電
気
・
ガ

ス
・
上
下
水
道
な
ど
、
皆
様
の
生

活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
地
震
等

で
被
害
を
受
け
た
際
は
初
動
対
応

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

聖
籠
町
埋
設
物
災
害
防
止
連
絡

協
議
会
で
は
、
柏
崎
市
の
ガ
ス
水

道
局
か
ら
講
師
を
招
き
、
中
越
沖

地
震
の
際
の
初
動
対
応
等
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
、
上
下
水
道
課
が

事
務
局
を
務
め
て
お
り
、
聖
籠
町

内
に
埋
設
物
を
敷
設
し
て
い
る
事

業
者
及
び
監
督
官
庁
に
よ
り
組
織

さ
れ
、
工
事
等
に
よ
る
埋
設
物
災

害
を
防
止
す
る
た
め
の
連
絡
調
整

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
来
る
べ
き
冬
将
軍
に
備

え
、
通
学
路
や
生
活
道
路
の
確
保

に
つ
い
て
万
全
な
体
制
を
整
え
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
課

10
月
24
日
（
金
）

●
地
下
埋
設
物
で
の
災
害
防
止
の

た
め
に

聖
籠
町
埋
設
物
災
害
防
止
連
絡

協
議
会
で
は
、
視
察
研
修
会
と
し

て
、
新
潟
市
と
国
土
交
通
省
の
協

力
を
得
て
、
新
潟
空
港
地
下
に
建

設
中
の
雨
水
管
の
工
事
現
場
と
新

潟
市
の
白
山
公
園
雨
水
ポ
ン
プ
場

に
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
は
、
例
年
、
埋
設

物
関
連
の
災
害
防
止
を
目
的
と
し

て
、
視
察
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

双
方
の
施
設
と
も
、
規
模
の
大

き
い
地
下
構
造
物
で
あ
り
、
施
設

の
維
持
運
営
ま
た
は
建
設
に
お
い

て
、
酸
欠
や
硫
化
水
素
の
発
生
な

ど
、
地
上
の
構
造
物
と
は
異
な
っ

た
様
々
な
危
険
が
伴
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
で
は
、
そ
う
い
っ
た
地

下
構
造
物
特
有
の
災
害
防
止
の
た

め
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
現
場
の

担
当
者
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

●
教
育
委
員
会
定
例
会

10
月
27
日
（
月
）

第
10
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
就
学
援
助
の
認
定

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
に
お
け
る
　

次
世
代
育
成
支
援
特
定
事
業
主

行
動
計
画
策
定
・
実
施
委
員
の

指
名

の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

●
学
校
訪
問

10
月
15
日
（
水
）

第
５
回
学
校
訪
問
実
施

（
蓮
野
小
学
校
）

10
月
24
日
（
金
）

第
６
回
学
校
訪
問
実
施

（
亀
代
こ
ど
も
園
）

●
学
校
訪
問
会
食

10
月
２
日
（
木
）

第
11
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
山
倉
小
学
校
）

10
月
16
日
（
木
）

第
12
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
聖
籠
中
学
校
）

10
月
24
日
（
金
）

第
13
回
学
校
訪
問
会
食
実
施

（
亀
代
こ
ど
も
園
）

学
校
教
育
課

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）

（直径４メートルの
雨水管渠内）
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10
月
24
日
（
金
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
20
期

第
21
回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

譲
受
人
の
資
格
審
査

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

所
有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い

て
以
上
の
２
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

10
月
31
日
（
金
）

●
新
潟
東
港
地
区
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
防
災
訓
練

昨
年
中
越
沖
地
震
の
影
響
で
延

期
と
な
っ
て
い
た
「
新
潟
東
港
地

区
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
等
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
も

の
で
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯

で
予
想
さ
れ
る
災
害
に
対
処
す
る

た
め
、
国
、
県
、
町
、
事
業
所
及

び
防
災
関
係
機
関
・
団
体
が
協
力

し
て
防
災
訓
練
を
行
う
も
の
で

す
。当

日
は
激
し
い
地
震
に
よ
り
重

生
活
環
境
課

油
タ
ン
ク
が
破
損
を
受
け
た
と
の

想
定
で
、「
流
出
油
防
御
訓
練
」

「
負
傷
者
の
救
出
・
救
護
」「
タ
ン

ク
火
災
消
火
訓
練
」
等
の
陸
上
訓

練
と
、
海
上
の
タ
ン
カ
ー
か
ら
原

油
が
流
出
し
た
と
の
想
定
で
「
オ

イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練
」「
流

出
油
回
収
訓
練
」
等
の
海
上
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

泉
田
新
潟
県
知
事
も
災
害
対
策

本
部
長
と
し
て
来
町
し
、
消
防
車

や
救
急
車
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど

が
実
際
に
出
動
し
て
の
大
規
模
な

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
９
日
（
日
）

●
消
防
団
機
関
員
講
習
会
開
催

消
防
団
員
の
資
質
と
消
防
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
聖
籠
町
消

防
団
機
関
員
講
習
会
が
11
月
９
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
習
会
に
先
立
ち
、

役
場
と
消
防
幹
部
及
び
各
班
と
の

無
線
交
信
に
よ
る
感
度
確
認
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
機
関
員
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
先
に
消
防
ポ
ン

プ
の
構
造
、
操
作
方
法
、
中
継
放

水
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
、
そ
の
後
、
自
動
車
ポ
ン
プ

と
小
型
ポ
ン
プ
に
分
か
れ
て
、
い

か
に
適
確
に
放
水
作
業
が
で
き
る

か
な
ど
の
基
本
的
な
実
技
講
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
団
員

は
、
火
災
現
場
の
状
況
を
想
定
し

な
が
ら
、
い
か
に
迅
速
に
、
適
格

に
消
火
活
動
が
で
き
る
か
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
備
え
て
真
剣
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

広
報
せ
い
ろ
う
へ
の
掲
載
記
事

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

①
趣
味
の
紹
介
や
地
域
の
話
題
な
ど

手
芸
、
写
真
、
園
芸
な
ど
の
趣
味

や
地
域
の
祭
り
、
行
事
、
ペ
ッ
ト
自

慢
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
出
来
事
な
ど
。

②
聖
籠
の
風

町
の
業
務
や
行
事
、
あ
る
い
は
地

域
や
学
校
で
の
こ
と
な
ど
、
日
々
の

生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
意

見
も
大
歓
迎
で
す
。
600
字
以
内
で
お

書
き
く
だ
さ
い
。

③
イ
ラ
ス
ト
自
慢
大
募
集

黒
一
色
で
ハ
ッ
キ
リ
と
書
い
て

く
だ
さ
い
。

④
『
町
政
ポ
ス
ト
』
Ｑ
＆
Ａ

町
政
へ
の
積
極
的
な
ご
意
見
、

ご
提
案
な
ど
（
聖
籠
町
の
将
来
像
、

私
は
こ
う
考
え
る
・
・
・
）
を
町
民

の
皆
様
か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
設
け
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
に
よ

る
広
聴
制
度
で
す
。
町
長
が
目
を

通
し
、
担
当
課
で
回
答
い
た
し
ま

す
。
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
■

○
町
政
ポ
ス
ト
用
の
ハ
ガ
キ
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
趣
味
の
紹
介

や
地
域
の
話
題
の
情
報
提
供
は

電
話
可
）
切
手
を
貼
ら
ず
に
投

函
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ハ

ガ
キ
は

①
役
場
一
階
の
総
合
案
内
　
②

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
③
町
民

会
館
　
④
診
療
所
　
⑤
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
５
か
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
の
記

載
の
な
い
も
の
は
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。（
匿
名
希
望
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
希
望
と
書
い
て
く
だ
さ

れ
ば
名
前
は
掲
載
し
ま
せ
ん
）

※
投
稿
原
稿
の
趣
旨
を
変
え
ず
に

削
っ
た
り
直
し
た
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
紙
面
の

都
合
に
よ
り
掲
載
し
な
い
場
合

や
掲
載
時
期
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
券

を
差
し
あ
げ
ま
す
。

役
場
総
務
課

広
報
担
当

蕁
２
７
｜
２
１
１
１

（
内
線
２
２
７
）

皆さんの応募
をお待ちして
います。

広
報
へ
の
掲
載
記
事

を
募
集
し
て
い
ま
す
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町の交通事故発生状況

平成20年

平成19年

増　減

4

12

－8

0

0

0

5

14

－9

77

86

－9

1

0

＋1

101

117

－16

発生
件数

死者数 傷者
発生
件数

死者数 傷者

10月 1 月～10月（累計）区分

年

交 通 
安 全 
交 通 
安 全 
vol.80

交通安全に関することは
役場生活環境課

蕁27ー1962（直通）

年
の
瀬
も
ゆ
と
り

気
配
り
安
全
運
転

12
月
11
日（
木
）〜
12
月
20
日（
土
）

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

【
運
動
の
重
点
】

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

年
末
が
近
づ
く
と
、
人
や
車
の

動
き
が
慌
し
く
な
り
、
冬
型
の
天

候
や
飲
酒
機
会
の
増
加
等
に
よ

り
、
例
年
交
通
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
て
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
等
に
対
す
る
罰
則
強
化

か
ら
１
年
！

・
運
転
者
は

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
あ

る
と
の
認
識
を
持
っ
て
、「
飲
酒
し

新潟県

全　国

65.0

79.1

42.4

50.8

25.8

26.0

41.0

50.2

1歳未満 1～4歳 5歳
1歳未満
合計

使用率（％）
区分

（平成20年 4 月　県警・JAF合同調査）

冬
道
の
備
え
は
万
全
に
！

●
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

残
り
溝
は
あ
り
ま
す
か
？

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
新
品
時

の
溝
の
深
さ
は
、
約
10
㎜
で
す
。

溝
の
深
さ
が
新
品
時
の
半
分
（
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
露
出
す
る
）
に

な
っ
た
ら
、
氷
雪
路
で
の
使
用
は

危
険
で
す
。
冬
用
の
タ
イ
ヤ
と
し

て
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

残
り
溝
が
50
％
残
っ
て
い
る
か
、

点
検
し
て
か
ら
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

簡
単
に
点
検
す
る
方
法
と
し
て

は
、
タ
イ
ヤ
の
溝
に
100
円
玉
を
差

し
込
ん
で
、
図
の
よ
う
に
「
１
」

の
字
が
見
え
た
ら
要
注
意
で
す
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

は
ゴ
ム
の
や
わ
ら
か
さ
も
大
切
で

す
。
長
年
使
用

し
て
ゴ
ム
が
硬

く
な
っ
た
場
合

は
、
溝
が
残
っ

て
い
て
も
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
道
に
備
え
た
い
物

冬
道
の
運
転
に
あ
た
っ
て
は
、

天
候
の
急
変
等
に
よ
る
様
々
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
も
十
分
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
装
備
品
を
携
行
し
、

事
前
の
点
検
・
整
備
に
も
努
め
ま

し
ょ
う
。

た
と
き
は
絶
対
に
運
転
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。」
と
い
う
強
い
信
念
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
も
し
飲
酒
し
た

場
合
は
、
電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
等
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、

運
転
代
行
業
者
を
頼
む
等
し
て
飲

酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
庭
で
も

車
で
の
来
訪
者
に
は
、
絶
対
に

酒
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、「
飲
酒
し
た
人
に
は
、
運
転

さ
せ
な
い
」

「
自
転
車
で
あ
っ
て
も
飲
酒
運
転
は

違
反
で
あ
る
」
等
お
互
い
に
注
意

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
一
般
運
転
者
は

高
齢
の
歩
行
者
や
自
転
車
乗
り
、

電
動
車
い
す
利
用
者
等
を
見
た
ら

動
静
を
注
視
す
る
ほ
か
、
早
め
に

減
速
す
る
な
ど
、「
思
い
や
り
と
ゆ

と
り
の
あ
る
運
転
」
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

・
高
齢
運
転
者
は

参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
講
習

等
を
受
講
し
て
、
自
ら
の
運
動
・

運
転
能
力
を
理
解
し
た
上
で
、
能

力
に
応
じ
た
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

※
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
は

「
高
齢
者
マ
ー
ク
」
の
表
示
義
務
が

あ
り
ま
す
。

・
高
齢
歩
行
者
は

道
路
横
断
中
は
交
通
事
故
に
遭

う
危
険
性
が
高
い
の
で
、
付
近
に

横
断
歩
道
が
あ
る
時
は
、
必
ず
横

断
歩
道
を
渡
る
と
と
も
に
、
左
右

の
安
全
確
認
を
十
分
に
し
て
余
裕

を
持
っ
た
横
断
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
暗
く
な
っ
て
外
出
す
る
と

き
は
、
周
囲
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
た
め
、
夜
光
反
射
材
を
身

に
付
け
る
と
と
も
に
、
明
る
い
色

の
服
装
を
心
が
け
、
交
通
事
故
か

ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

全
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
が
完
全
義
務
化

今
年
の
６
月
１
日
か
ら
、
全
て

の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

が
完
全
義
務
化
。

・
車
に
「
乗
っ
た
ら
前
も
後
も
す

ぐ
ベ
ル
ト
」

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
率

は
、41
・
０
％
で
全
国
35
位
。

チャイルドシート使用状況
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お問い合わせ　 新発田警察署交通課 蕁52－0110

※詳しくは、ごみカレンダーをご覧ください。

年末年始のごみ収集について
ごみの種類

燃やせるごみ

燃えないごみ

ペットボトル・紙パック

空き缶・ガラスびん

プラスチック

12月30日（火）まで

山倉地区：12月22日（月）まで
蓮野地区：12月26日（金）まで
亀代地区：12月24日（水）まで

蓮野・山倉地区：12月25日（木）まで
亀　代　地　区：12月26日（金）まで

全 地 区：12月25日（木）まで

山倉・蓮野地区：12月26日（金）まで
亀　代　地　区：12月24日（水）まで

年　　　　　末 年　　　　　始

1 月 5 日（月）から

山倉地区： 1 月 5 日（月）から
蓮野地区： 1 月 6 日（火）から
亀代地区： 1 月 7 日（水）から

蓮野・山倉地区： 1 月 8 日（木）から
亀　代　地　区： 1 月 9 日（金）から

全 地 区： 1 月 8 日（木）から

山倉・蓮野地区： 1 月 6 日（火）から
亀　代　地　区： 1 月 7 日（水）から

新潟県警察からのお知らせ

平成21年1月導入 ICカード運転免許証
新潟県警察では平成21年1月4日（日）からICカード運転免許証を導入します。

ICカード免許証とは
見た感じはあまり変わりませんが、免許証の中にICチップが埋め込まれています。
現在の免許証には「本籍」が記載されていますが、ICチップを埋め込むことで、記載されなくなります。
ICチップには、住所以外、顔写真・本籍など免許証表面の記載事項が全て記録されます。
※ 住所は当分の間、記録されません。
大きさは同じです。厚さは現行（0.5mm）より 0.26mm 厚くなります。

偽造・変造は防止できますか？
ICカード運転免許証は、偽造・変造免許証の作成が極めて困難なため、不正使用を防止できます。
また、運転免許証の内容とICチップの記録内容を確認することで偽造免許証が容易に判断できます。

手数料はどうなるの？
現在の手数料に450円加えた額となります。
暗証番号設定
ICカード運転免許証には２つの暗証番号を
設定します。
※ 暗証番号は数字4桁のもの2組が必要です。

現行の免許証はいつまで使えるの？
平成21年 1 月 4 日以降でも現行の免許証は使えます。
次回の更新の際にICカード運転免許証が交付されます。

ICカード運転免許証（見本）

お問い合わせ　 生活環境課 蕁27－2111（内線283）
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注
目
の
選
手

Ｆ
Ｗ
　
背
番
号
20

河
原
　
和
寿
選
手

今
季
入
団
４
年
目
と
な
り
プ

レ
ー
に
責
任
感
が
出
て
き
た
の

が
河
原
和
寿
選
手
で
す
。
ツ
ー

ト
ッ
プ
が
固
定
さ
れ
た
中
で
も

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
や
サ
テ
ラ
イ

ト
リ
ー
グ
で
ア
ピ
ー
ル
を
続
け

て
い
ま
し
た
。
10
月
18
日
に
行

わ
れ
た
Ｊ
１
第
29
節
ジ
ェ
フ
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
戦
で
は
、
出

場
停
止
と
な
っ
た
マ
ル
シ
オ
選

手
に
代
わ
っ
て
、
本
来
の
Ｆ
Ｗ

で
は
な
く
右
の
Ｍ
Ｆ
で
出
場
す

る
と
、
積
極
的
に
ド
リ
ブ
ル
で

仕
掛
け
て
シ
ュ
ー
ト
も
放
つ
な

ど
の
大
活
躍
で
沈
滞
ム
ー
ド
だ

※
12
月
の
試
合
日
程

∧
Ｊ
１
リ
ー
グ
∨

第
34
節

12
月
６
日（
土
）

ｖ
ｓ
ガ
ン
バ
大
阪

14：

30

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

※
Ｊ
１
リ
ー
グ
の
18
位
・
17
位

は
Ｊ
２
へ
自
動
降
格
、
16
位
は

Ｊ
２
リ
ー
グ
３
位
の
チ
ー
ム
と

入
れ
替
え
戦
を
お
こ
な
い
ま
す
。

そ
の
他
の
日
程
な
ど
詳
細
は
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
は

リ
ー
グ
戦
全
日
程
終
了

２
季
目
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

１
参
戦
と
な
っ
た
レ
デ
ィ
ー
ス

チ
ー
ム
で
し
た
が
、
監
督
や
選

手
が
大
幅
に
変
わ
る
中
で
、
序

盤
戦
は
な
か
な
か
結
果
が
出
ず

に
非
常
に
苦
し
み
ま
し
た
が
、

終
盤
戦
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
内

容
も
伴
い
好
ゲ
ー
ム
を
展
開
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
順
位

は
昨
年
よ
り
１
つ
落
と
し
７
位

と
な
り
ま
し
た
が
、
確
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
サ
ッ
カ
ー
自
体

は
発
展
し
て
お
り
、
財
産
と
し

て
残
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
の
成
果
が
出
た

の
は
ホ
ー
ム
最
終
戦
と
な
っ
た

っ
た
チ
ー
ム
の
状
況
を
一
変
さ

せ
ま
す
。
元
々
シ
ュ
ー
ト
や
キ

ッ
ク
の
正
確
さ
な
ど
足
元
の
技

術
が
確
か
で
器
用
な
選
手
な
の

で
Ｍ
Ｆ
と
し
て
も
遜
色
の
無
い

プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
試
合
続
け
て
ス
タ
メ
ン
出
場

し
た
河
原
選
手
で
す
が
「
や
っ

ぱ
り
結
果
を
残
さ
な
い
と
後
は

無
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
が
ス
タ
メ
ン
で
出
続
け
る
た

め
に
は
、
得
点
だ
っ
た
り
、
ア

シ
ス
ト
だ
っ
た
り
、
結
果
を
必

ず
残
し
た
い
。」
と
結
果
に
こ
だ

わ
っ
て
プ
レ
ー
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
年
は
多
く
の
新
人
選
手

が
入
り
、
４
年
目
の
河
原
選
手

は
も
う
若
手
と
言
っ
て
い
ら
れ

な
い
立
場
な
だ
け
に
、
プ
レ
ー

に
も
行
動
に
も
プ
ロ
選
手
と
し

て
の
自
覚
が
表
れ
て
来
て
い
ま

す
。
未
来
の
新
潟
を
背
負
っ
て

た
つ
た
め
に
も
、
今
季
最
後
ま

で
全
力
で
プ
レ
ー
し
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
大
詰
め
の

リ
ー
グ
戦
最
終
結
果
は
!?

Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
は
大
混
戦
で

最
終
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

リ
ー
グ
戦
残
り
３
試
合
と
な
っ

た
時
点
で
、
上
位
は
首
位
と
の

勝
ち
点
差
３
以
内
に
６
チ
ー
ム

が
ひ
し
め
く
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
下
位
も
同
様
で
、
11
位

か
ら
17
位
ま
で
の
勝
ち
点
差
が

５
と
詰
ま
っ
て
お
り
、
下
位
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

今
季
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
は
、

原
稿
執
筆
時
点
で
結
果
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
生
死
を
分
け
る

重
要
な
闘
い
を
も
の
に
す
る
た

め
に
、
集
中
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
11
月
９

日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
Ｊ
１
第
31

節
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦
で
は
、

首
位
を
相
手
に
90
分
間
走
り
抜

き
、
相
手
の
攻
撃
を
無
失
点
で

抑
え
引
き
分
け
に
持
ち
込
み
、

貴
重
な
勝
ち
点
１
を
奪
取
し
ま

し
た
。
12
月
６
日
（
土
）
が
Ｊ
１

リ
ー
グ
戦
の
最
終
節
と
な
り
、

ガ
ン
バ
大
阪
と
東
北
電
力
ビ
ッ

グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
対
戦

し
ま
す
。
１
年
間
共
に
闘
っ
て

く
だ
さ
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
も
、
ホ
ー
ム
で

勝
利
を
飾
り
Ｊ
１
へ
の
残
留
を

決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

アルビレックス
新潟情報!!
アルビレックス
新潟情報!!

11
月
16
日
（
日
）
の
岡
山
湯
郷

B
elle

戦
で
１
点
を
先
制
さ
れ
な

が
ら
も
粘
り
強
く
闘
い
、
逆
転
勝

利
を
掴
み
、
自
力
で
デ
ィ
ビ
ジ
ョ

ン
１
残
留
を
決
め
ま
し
た
。
来
年

度
は
今
年
築
い
た
ベ
ー
ス
か
ら
少

し
で
も
上
を
目
指
し
て
闘
う
こ
と

が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
は
、
選
手
も
サ
ッ
カ
ー
の
プ

レ
ー
だ
け
で
な
く
、
地
域
貢
献
、

サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、
社
会
奉
仕
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
を
紹
介
し
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
に
夢
を
乗
せ
て
〜
僕

た
ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、

そ
れ
を
換
金
し
た
お
金
を
社
会
福

祉
の
た
め
に
役
立
て
て
き
ま
し

た
。
今
年
７
月
に
は
、
車
椅
子
を

聖
籠
町
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
は
ア
ル
ミ
缶
を
換
金
し
た

お
金
で
、
孤
児
院
の
子
ど
も
た
ち

に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
用
具

を
贈
る
こ
と
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
、
親
の

い
な
い
子
ど
も
達
に
元
気
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

第
44
回
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
の
結
果

10
月
18
日（
土
）か
ら
23
日（
水
）

ま
で
、
新
潟
市
、
新
発
田
市
、
聖

籠
町
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
第

44
回
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

【
10
月
18
日（
土
）】

◇
一
回
戦

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

５
｜
０
ト
ヨ
タ
自
動
車
北
海
道
サ

ッ
カ
ー
部
（
北
海
道
）

【
10
月
19
日（
日
）】

◇
二
回
戦

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

５
｜
１
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
（
神
奈

川
）

【
10
月
20
日（
月
）】

◇
準
々
決
勝

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

１
｜
２
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
（
長
野
）

今
季
の
公
式
戦
は
、
こ
れ
で
終

了
と
な
り
ま
す
。
ご
声
援
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

は
、
今
年
以
上
の
結
果
を
残
せ
る

よ
う
、
よ
り
一
層
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

イ
ベ
ン
ト
情
報

第61回全日本フェンシング選手権大会（第64回国民体育大会フェンシング競技リハーサル大会）が当
町で開催されます。太田選手をはじめ北京オリンピック７位入賞の菅原智恵子選手など日本代表選手が多
数参加します。繊細かつスピーディなテクニックと迫力ある一瞬の攻防を、ぜひ会場にお越しいただきお
楽しみください。なお太田選手は11日（木）のみ出場予定です。

開催日時 平成20年12月11日（木）から平成20年12月14日（日）4日間
午前9時競技開始

場　　所 聖籠町総合体育館（町民会館内）

お問い合わせ先　 役場 国体推進室 蕁27－2111（内線272）

北京オリンピック銀メダリスト 北京オリンピック銀メダリスト 

太田 雄貴選手がやってくる！ 太田 雄貴選手がやってくる！ 太田 雄貴選手がやってくる！ 

seirou08.12  08.11.27 10:18  ページ 27



広報聖籠 H20.12 28

元気に育ってね！

この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

五十嵐 栄養教諭
～楽しく食べて健康な

体と心を作りましょう。～

食
しょく

は味楽来
ミ ラ ク ル

●●●

№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5№5

子どもたちが苦手とする野菜ですが、野菜の持
つパワーを学習することで、苦手でも自分の体と
健康を考えて食べようとする力を身につけてくれ
ます。
野菜の持つ栄養（ビタミン）は、体に長く貯蓄

することができないために、食事ごとに摂らなけ
ればなりません。
緑黄色野菜とその他の野菜の働きを知り、自分

の体を成長させるためにも、病気のバイ菌から守
るためにも野菜は大切です。もう一つの野菜のパ
ワーは・・・？
隣のコラムをどうぞ。

町の宝で～す
10月の乳児健診から

遠藤　巧
こう

大
た

ちゃん 坂上　月
つき

乃
の

ちゃん

鈴木　夢
ゆめ

菜
な

ちゃん 八重樫柑
かん

七
な

ちゃん

杉沢　花明
あかり

ちゃん

バンキシャさん10歳

カニパンさん 17歳 増田萌さん8歳

あかリンさん11歳

ダイヤモンドさん11歳

さねさん16歳

投稿するときは濃い
鉛筆（2B以上）かペ
ンで書いてください。

（薄いものは掲載できません）
名前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名
前の横にペンネーム『○○○』
と書いてください。
1か月に一人1枚だけ受け

付けます。

※おうちのみなさまへ
特に小さいお子様の作品

で、鉛筆書きのため掲載でき
ないものが毎月２～３点送ら
れます。
投函される前にご確認くだ

さい。

ちゃそさん 14歳

SMILE螢さん 13歳

お通じは、毎朝決まった時
間にスムーズにありますか？
日本人の腸は、肉食中心の欧
米人に比べ、長いといわれて
います。その長さなんと
8m!!そのため食物センイが
不足すると腹の中で交通渋滞
を起こし、便秘になってしま
います。腸の中を常にクリー
ンにすることで、若々しい健
康体を保つことができ長寿に
つながります。そのためには、
食物センイが必要です。今が
旬のサツマイモは便秘の薬で
す。皮付きのまま食べましょ
う。食物センイが多く、腸の
中で便量を増やし、形を整え
てお通じを良くしてくれま
す。サツマイモだけでなく毎
日の野菜もたっぷ
り食べましょう。

お通じなしでは、
長寿なし!!

緑黄色野菜
100裼

その他の野菜
200裼

食育授業紹介

野菜のパワー（4年生）
一日にどれくらい食べればいいの？
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敗
れ
ま
し
た
が
、
二
人
と
も
選
手

と
し
て
活
躍
し
、
準
優
勝
と
い
う

立
派
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し

た
。
会
田
、

松
両
選
手
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
11
日（
火
）、
聖
籠
中
学
校

３
年
生
の
会
田
天
摩
さ
ん
と
　
松

謙
太
朗
さ
ん
が
、
町
役
場
を
訪
問

し
、
二
人
が
所
属
す
る
新
潟
県
中

学
生
選
抜
チ
ー
ム
『
新
潟
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｂ
ユ
ー

ス
』
が
参
加
し
た
「
大
阪
府
知
事

杯
争
奪
　
第
２
回
全
国
中
学
生
Ｋ

Ｂ
野
球
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
」

（
大
阪
市
）
の
結
果
報
告
を
し
ま

し
た
。

本
大
会
は
全
国
か
ら
参
加
し
た

12
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
、
新
潟
チ
ー

ム
は
１
、
２
回
戦
、
準
決
勝
と
勝

ち
上
が
り
ま
し
た
。
決
勝
で
は
神

奈
川
県
か
ら
参
加
し
た
『
ひ
ま
わ

り
Ｂ
Ｃ
』
に
惜
し
く
も
１
対
０
で

堂
々
、
銀
メ
ダ
ル
獲
得

聖
中
三
年
生
が
報
告

お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
な

ま
ら
）
所
属
、
ヤ
ン
グ
キ
ャ
ベ
ツ

の
　
橋
な
ん
ぐ
さ
ん
が
務
め
ま
し

た
。そ

の
後
、
各
校
の
代
表
が
い
じ

め
根
絶
に
向
け
た
取
組
を
発
表
し

ま
し
た
。

最
後
に
『
い
じ
め
根
絶
宣
言
』

を
参
加
者
全
員
で
読
み
上
げ
、
い

じ
め
を
な
く
す
努
力
を
す
る
こ
と

を
固
く
誓
い
合
い
ま
し
た
。

10
月
29
日（
水
）、
聖
籠
中
学
校

体
育
館
で
町
主
催
の
「
平
成
20
年

度
い
じ
め
根
絶
ス
ク
ー
ル
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
町

内
各
小
学
校
５
、
６
年
生
、
中
学

１
年
生
及
び
保
護
者
、
地
域
の
み

な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
と

し
て
、
三
小
学
校
の
代
表
が
い
じ

め
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
本
『
わ
た

し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
』
を
朗
読
し

ま
し
た
。

次
に
自
分
の
い
じ
め
体
験
を
講

演
活
動
な
ど
で
語
っ
て
い
る
大
久

保
長
男
さ
ん
、
青
木
洋
之
さ
ん
を

招
い
て
の
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
。
司
会

進
行
は
聖
籠
町
と
馴
染
み
の
深
い

な
く
そ
う
、
い
じ
め

安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
の
た
め
に

Ｋ
Ｂ
＝
Ｋ
ボ
ー
ル
・
・
・

素
材
は
軟
式
と
同
じ
ゴ
ム
で
で

き
て
い
る
が
、
重
さ
・
大
き
さ

は
硬
式
と
同
様
。
さ
ら
に
中
身

が
空
洞
で
あ
る
た
め
衝
撃
加
速

度
・
圧
縮
荷
重
値
は
硬
式
ボ
ー

ル
の
約
１
／
３
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
け
が
や
成
長
期

の
身
体
発
育
へ
の
影
響
を
少
な

く
す
る
。

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
ク

ラ
ブ
Ｋ
Ｂ
ユ
ー
ス
・
・
・

平
成
14
年
度
か
ら
「
新
潟
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
で
活
動
し

て
き
た
Ｋ
ボ
ー
ル
新
潟
県
選
抜

チ
ー
ム
を
、
改
称
。
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
や
指
導
な
ど
を
新
潟
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
が
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
。

メ
ン
バ
ー
は
中
学
３
年
の
夏
ま

で
は
自
分
の
中
学
校
の
軟
式
野

球
部
に
所
属
し
、
最
後
の
大
会

が
終
わ
っ
た
後
、
県
選
抜
と
し

て
編
成
さ
れ
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

東
北
電
力
㈱
街
路
灯
寄
贈

｜
明
る
く
安
全
な
町
に
｜

11
月
４
日（
火
）、
東
北
電
力
㈱

新
発
田
営
業
所
か
ら
町
に
街
路
灯

24
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
㈱
で
は
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町

を
は
じ
め
新
発
田
営
業
所
管
内
の

各
市
で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
町
に
寄
贈
さ
れ
た
街
路

灯
は
各
集
落
の
要
望
に
応
じ
て
配

布
さ
れ
ま
す
。

いじめ根絶子ども宣言
一 わたしたちは、相手の気持ちを考えて行動します。
一 わたしたちは、目の前で起きているいじめを決し

てゆるしません。
一 わたしたちは、悪いことは「悪い」といえる勇気

を持ちます。
一 わたしたちは、自分の命もまわりのいのちも大切

にします。
一 わたしたちは、絶対にいじめをなくします。

左から　松選手、渡邊町長、会田選手

seirou08.12  08.11.27 10:18  ページ 29



■発行聖籠町役場　■編集 総務課　〒957ー0192  新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635番地4 蕁（0254）27ー2111  FAX（0254）27ー2119

■ホームページアドレス http://www.town.seiro.niigata.jp E-mail：hamanas@inet-shibata.or.jp ■印刷 ㈱天野印刷

広報せいろうは、再生紙を使用しています。

10月27日（月）聖籠スポーツセンター・ア
ルビレッジでアルビレックス新潟によるこども
たちのサッカー体験「アルビレックス新潟Ｊリ
ーグアカデミー」が行われ、蓮野、蓮潟、亀代
こども園5歳児が参加しました。
やさしい安藤マネージャー以下ＪＡＰＡＮサ

ッカーカレッジの生徒4名の指導の下、ボール
に慣れることからはじめ、最後は元気にミニゲ
ームで楽しみました。
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